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学 位 論 文 題 名 

 

Limit theorems on random matrices and finite free probability 

（ランダム行列と有限自由確率論に関する極限定理） 

 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 

 

ランダム行列の研究においては固有値や固有ベクトルの統計的性質を調べることが基本的な課題とな

っている．このとき，行列サイズ無限大の極限を取ると解析が容易になることが多い．その理由の一つ

が自由確率論が利用できることことである．一方で，自由確率論的な手法を有限サイズのランダム行列

に対して展開する試みもあり，その一つが「有限自由確率論」という分野である．藤江克徳氏はランダ

ム行列，自由確率論，有限自由確率論に関する研究成果を出版済みの二つの論文[FH22], [FU23]と，プレ

プリント[AFU23]に基づいて，学位論文にまとめている． 

[FH22]について．回転不変なランダム行列の主小行列の経験固有値分布と，元の行列の経験固有値分

布とのずれを解析した．この結果はGoel--Yao の論文の冒頭でConjecture (folklore theorem)として述べら

れているもので，これまできちんと書かれた証明はなかったようである．おそらく専門家の間ではあま

り考えられていなかったであろう自由確率論を用いた証明を与えており，証明の過程においても，今後

の応用が広がりうる公式を証明している．  

[FU23]について．有限自由確率論では，ランダム行列の固有多項式の期待値を解析することが中心課

題となっている．藤江氏はまず独立同分布かつ回転不変な正定値ランダム行列の積の固有多項式の期待

値を研究し，行列の個数を増やしていった極限（行列サイズは一定）で，大数の法則に相当する定理を

示した． 

[AFU23]について．回転不変かつ独立なランダム行列の多項式の固有多項式の期待値について，行列

の個数あるいは行列サイズを無限大にする極限を解析している． いくつかの結果は新しいものであり，

いくつかは既に先行研究で得られていたものである．既知の結果については，異なる観点からの証明を

与えており，今後の当該分野の研究に有用になり得る手法を含んでいる． 

以上により，この論文の著者は北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める． 

 

 

 


